
新No. 旧No. 価値カテゴリー 実現可能性 実現時期

3,9,13,98 12,31,41,
17 サービス創出（３D地図基盤とIoT⾞両情報基盤） 低 中 ⾼

短期 中期 ⻑期

KP プレイヤ KA 主要活動 VP 価値（サービス） CR 顧客との関係 CS 顧客セグメント

KR リソース（基盤） CH チャネル

C＄ コスト構造（課題解決コスト） R＄ 価値の流れ

5

定額サービス

国・⾃治体
（インフラ監視）

管理コスト削減

企業・個⼈
（交通死傷者０・
渋滞回避・省エ
ネ・有事エネル
ギー共有）

定額サービス
（有事の際は無料）

デジタルインフラ
（⾃動運転・協調型ITS）
ナビゲーション
(移動計画、観光、避難誘導）
インフラ監視
（異常検知・事故、被災情報）

・⾼度道路交通システム
デジタルインフラ 提供

・管制機能部⾨

・３次元地図共通基盤の整備・更新
・ ⾼度運転⽀援、⾃動運転⾞両の社会普及と

動的情報の双⽅向通信
・ 道路インフラ情報（信号制御）の双⽅向通信
・ 歩⾏者情報（携帯等保有）の双⽅向通信
・上記IoTセンサーの匿名化並びにデータベース化コスト

インフラ事業
（道路、河川等監視）

⾃動運転サービス
（⾃動運転・協調型ITS)

IoT
センサー

情報

静的情報

動的情報

企業・個⼈
（交通死傷者０・渋滞回避・省エネ）

サービス事業
（⾃動運転、⾼度交通情報、

エネルギー情報）

点検

交通

実世界
情報 異常検知・通知サービス

（道路、河川等）

・⾼度交通情報 提供

・移動計画、渋滞回避、
省エネ、観光サービス

⾼度交通情報サービス
（移動計画・観光推奨

被災時避難誘導)

・監視部⾨

・商⽤サービス部⾨

・避難誘導

IoT センサー情報
（道路、⾃動⾞、携帯等）
⾞両エネルギー残量

⇒3次元地図基盤⇒3次元地図基盤

～2020 ～2030 2030～

改訂

エネルギー共有サービス



新No. 旧No. 価値カテゴリー 実現可能性 実現時期

21,92 74 サービス創出（カメラ情報） 低 中 ⾼
短期 中期 ⻑期

KP プレイヤ KA 主要活動 VP 価値（サービス） CR 顧客との関係 CS 顧客セグメント

KR リソース（基盤） CH チャネル

C＄ コスト構造（課題解決コスト） R＄ 価値の流れ

6

最適な移動経路

顧客増・売上増

管理、防災コスト削減

情報提供

営業部⾨

管理部⾨

個⼈消費者

プライバシ管理
（⼈画像利⽤のルール・技術、等）

委託管理型代理機関
（プライバシー保護や情報管理の公的認証）

交通機関・公共

個⼈
（旅⾏客、

ドライバ）

⼩売業
(店舗・観光)

混雑予測（⼈流）
経路探索
道路状況配信

（⼯事、混雑）
問題個所特定

（施設、防災）
案内サービス
（交通、道路、店舗）
（防災、防犯）

集客サービス

代理監視サービス

交通機関
公共⼩売業

委託

代
理
機
関 監視カメラ

個⾞
個⼈

カメラ
情報

経路情報

商品

カメラ情報
（監視、⾞載、携
帯カメラ）
３次元地図

⇒映像情報基盤⇒映像情報基盤

～2020 ～2030 2030～



（参考）ビジネスモデルキャンパスについて

１

KP（Key Partners）
 「パートナー」を

「プレーヤー」に
変更

KA （Key Activities）
主要活動

VP （Value 
Propositions）
 価値提案を「価値

（サービス）」に
変更

CR（Customer 
Relationships）
顧客との関係

CS （Customer 
Relationships）
顧客セグメント

KR （Key 
Resources）
リソース

CH（Channels）
チャネル

C＄ （Cost Structure）
 コスト構造を「コスト構造（課題解決コスト）」に変

更

R＄（Revenue Structure）
 「収益の流れ」を「価値の流れ」に変更

ビジネスモデルキャンバス



8

価値の流れを⽮印で⽰します。
茶⾊⽮印では、「道路、河川
等の異常を検知して国・⾃治
体に通知する」という価値の
流れを⽰しています。

【別紙2】のO列の
カテゴリー名です。

【別紙2】のF列の
番号です。

【別紙2】F列の番
号です。

は、KR欄に⽰される
共通基盤として抽出
考えました。
は、「3次元地図基
通基盤となります。

実現可能性と実現
時期は、検討会の
想定となります。

（参考）表の⾒⽅


